
「知」の集積による産学連携推進事業のうちプロデューサー活動支援事

業の企画審査について 
 
 

１ 審査の方法 
審査は、３の審査基準に基づき、外部有識者による審査委員会での１次（書

面）審査及び２次（ヒアリング）審査を通して行うものとします。 
審査委員の所属及び氏名等は、公表します。ただし、審査は、非公開とし、

企画書に記載された個人情報等を保護する観点から、審査内容は公表しません。 
 
２ 契約候補者の選定方法 
（１）書面審査にあたっては、３の審査基準に基づき審査し、審査の結果、得点

の合計を平均した点（以下「平均点」という）が高い企画書の提案者から順

に１０者程度までをヒアリング審査の対象者とします。 
なお、応募者数が２次（ヒアリング）審査の対象者数に達しない場合は、

１次（書面）審査を実施しない場合があります。 
（２）ヒアリング審査にあたっては、３の審査基準に基づき審査を行い、審査の

結果、平均点が高い企画書の提案者から順に、予算の範囲内で契約候補者を

選定します。ただし、当該企画書について審査項目の１つ以上において「Ｅ」

の評価があった場合、又は平均点が満点の５０％を超えない場合は、審査委

員会で審議の上、当該企画書の提案者を契約候補者としないことができるも

のとします。企画書が一つしかない場合も同様とします。 
 
なお、同じ平均点を得た企画書が複数ある場合の判断基準は、次のとおりと

します。 
①「Ａ」の獲得数を審査に参加した委員数で割った数（以下「平均数」とい

う。）がより多い提案書の提案者を上位とする。 
②「Ａ」の平均数が同数の場合は、「Ｂ」の平均数がより多い企画書の提案

者を上位とする。 
③「Ｂ」の平均数も同数の場合は、「Ｃ」の平均数がより多い企画書の提案

者を上位とする。 
④「Ｃ」の平均数も同数の場合は、審査委員長が上位の提案者を選定する。 
 
また、契約候補者に対し、必要に応じて、事業実施に当たっての留意事項を

付す場合があります。留意事項の全部又は一部が実行できないと農林水産省が

判断したときは、契約候補者としないことがあります。 
  



３ 審査基準 

審査の 
観点 

 
 
 
審査項目 

審査基準 
各審査項目について、次の５段階で審査を行う。 
Ａ（１０点）、Ｂ（７点）、Ｃ（５点）Ｄ（３点）及び 
Ｅ（０点） 

 配点が２０点の審査項目は、Ａ（２０点）、Ｂ（１４点）、

Ｃ（１０点）、Ｄ（６点）、Ｅ（０点）とする。 

ワーク・ライフ・バランス等の推進についての取組状況に

ついては、Ａ（５点）、Ｂ（３点）、Ｃ（１点）及び －（加点

なし）とする。 

整合性 活動の目

的と内容 

統括プロデューサ

ーが取り組むテーマ

と取組内容は「知」の

集積と活用の場の趣

旨に合致したものと

なっているか。 

Ａ 十分合致している。 

Ｂ 概ね合致している。 

Ｃ 合致していると言い難い面もあ

るが、不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

必要性 活動の目

的と内容 
統括プロデューサ

ーが取り組むテーマ

と取組内容は、研究開

発プラットフォーム

の活動の質を向上さ

せ、イノベーション創

出の推進に繋がるこ

とが期待できるもの

となっているか。 

Ａ 非常に期待できるものとなって

いる。 

Ｂ 十分期待できるものとなってい

る。 

Ｃ 十分期待できるものとはなって

いないが不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ あまり期待できない。 

統括プロデューサ

ーを中心とした実施

体制は、多様な研究開

発プラットフォーム

が参画し、ビジネスモ

デルの構築に向けて

十分なものとなって

いるか。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

経費の見

積 
経費の見積は妥当

なものとなっている

か。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 



実現性 
 

事業の実

施 体 制

（20 点） 
 

統括プロデューサ

ーを中心とした活動

計画や取組内容は目

指すべき体制の構築

に向けたものとなっ

ているか。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

有効性 
 

事業の内

容（20 点） 
 統括プロデューサ

ーを中心とした取組

内容は、農林水産・食

品産業の成長産業

化・国際競争力強化に

繋がる新たなビジネ

スモデルの構築が期

待できるものとなっ

ているか。 

Ａ 非常に期待できるものとなって

いる。 

Ｂ 十分期待できるものとなってい

る。 

Ｃ 十分期待できるものとはなって

いないが不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ あまり期待できない。 

効率性 事業の実

施体制 
統括プロデューサ

ー人材（又はチーム）

の実績・能力が、テー

マや取組内容に対し

十分なものとなって

いるか。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、 

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

実施体制が、統括プ

ロデューサーを中心

に効果的・効率的な活

動を行うのに十分な

ものとなっているか。 

Ａ 非常に十分なものとなっている。 

Ｂ 十分なものとなっている。 

Ｃ 十分なものとはなっていないが、

不十分とは認められない。 

Ｄ やや不十分なものとなっている。 

Ｅ 不十分なものとなっている。 

ワーク・ライフ・バ

ランス等の推進につ

いての取組状況 
※ 

男女共同参画等へ

の取組は十分なもの

となっているか。 

Ａ 十分なものとなっている。 

Ｂ 特に十分なものとなっていない

が、不十分とは認められない。 

Ｃ やや不十分なものとなっている。 

－ 加点なし。 

 
（参考） 
※ ワーク・ライフ・バランス等の推進についての取組状況については、ワーク・ラ

イフ・バランスを推進する企業として、以下（①～③）の法令に基づく認定を受け

ているかで判断し、①～③のうち複数の認定等に該当する場合は、最も高い点数に

より加点を行う。 
また、共同事業体で応募した場合は、代表者及びその構成員の中で複数の認定等

に該当する場合は、最も高い点数により加点を行う。 
 

①  女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（以下「女性活躍推進法」

という。）に基づく認定（えるぼし認定企業） 
・３段階目       A（５点）  



・２段階目       B（３点） ※１ 
・１段階目又は行動計画 C（１点） ※１、※２ 

※１労働時間等の働き方に係る基準は満たすこと。 
※２女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画の策定義務がない事業主

（常時雇用する労働者の数が 300 人以下のもの）に限る（計画期間 が
満了していない行動計画を策定している場合のみ）。 

 
②  次世代育成支援対策推進法に基づく認定 
・プラチナくるみん認定企業 B（３点） 
・くるみん認定企業     C（１点） 

 
③  青少年の雇用の促進等に関する法律に基づく認定 
・ユースエール認定  B（３点） 

 
 


